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御
即
位
三
十
年
と
御
代
替
の
慶
事

　

今
上
陛
下
に
は
本
年
ご
即
位
三
十
年
と
い
う
佳

節
を
お
迎
え
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
在
位
の
間
、
常
に
我
々
国
民
に
寄
り
添
い
、

祈
り
続
け
て
く
だ
さ
る
年
月
で
あ
ら
れ
た
と
拝
察

申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
明
年
四
月
を
以
て
御
譲
位
に
な
ら
れ
、

平
成
の
終
焉
を
迎
え
ま
す
。

　

十
一
月
二
十
三
日
に
は
宮
中
三
殿
の
神
嘉
殿
で

御
親
ら
最
後
と
な
る
新
嘗
祭
を
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
穀
を
天
神
地
祇
に
お
供
え
に
な
り
、
そ
の
後
親

ら
も
食
さ
れ
る
こ
と
に
こ
の
祭
儀
の
大
き
な
意
義

が
あ
り
、
本
年
の
収
穫
感
謝
と
国
民
の
安
寧
を
お

祈
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
意
義
を
い
た
だ
い
て
全
国
の
神
社
で
も
新

嘗
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
す
。
当
社
で
は
新
嘗
祭
に

併
せ
紅
葉
祭
と
金
刀
比
羅
会
繁
栄
祈
願
祭
と
し
て

明
年
の
氏
子
崇
敬
者
各
位
に
お
祀
り
い
た
だ
く
神

札
の
祈
念
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

明
年
の
祭
儀
は
ご
即
位
後
の
新
帝
陛
下
が
大
嘗

祭
を
行
わ
れ
ま
す
。
東
西
か
ら
「
悠
紀
田
」
と

「
主
基
田
」
が
選
定
さ
れ
、
そ
こ
で
穫
れ
た
新
穀

が
全
国
を
代
表
す
る
神
饌
と
し
て
お
供
え
さ
れ
、

国
民
と
と
も
に
、
と
い
う
意
義
を
も
ち
、
一
世
一

代
限
り
の
最
も
大
切
な
祭
儀
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

御
譲
位
に
伴
う
御
代
替
り
が
国
民
挙
っ
て
お
祝

い
申
し
上
げ
ら
れ
ま
す
こ
と
、
謹
ん
で
深
甚
な
る

感
謝
の
誠
を
捧
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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初    

詣 

※

元
日
午
前
零
時
よ
り
、

　

峰
翔
会（
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
応
援
団
）が

　
「
甘
酒
」の
無
料
接
待
を

　
　

ご
奉
仕
い
た
し
ま
す
。

大
晦
日
よ
り
終
夜
参
拝

三
ヶ
日　

御
神
酒　

授
与

正
月
縁
起
物
多
数

　一
月
十
四
日（
月
） 

午
前
七
時
〜

　

焼 

納 

祭（
ど
ん
ど
焼
）

二
月  

三 

日（
日
）十
一
時

　

節 

分　

還
暦
初
老
祈
願
祭

「
お
伊
勢
さ
ん 

初
ま
い
り
」

 

伊
勢
参
宮
旅
行

伊
勢
参
宮
旅
行

 

参
加
者
募
集
中

二
月
二
十
一
日
〜
二
十
二
日（
木
・
金
）

 

参
加
費 

一
人 

二
六
、
〇
〇
〇
円

地
域
に
か
か
わ
ら
ず

多
数
お
申
し
込
み
下
さ
い
ま
せ
。

平
成
平
成
三
十
一
十
一
年

 
祭
行
事
の
ご
案
内

ご
案
内

　

吉
例『
宝
籤
』開
催

四
月
九
・
十
日（
火
･
水
）

　

春
季
大
祭

アドレス
が変わり

ました

www.kon
te1.jindo

.com

日
曜
日
３
第

出展者募集中！！

　1・2月はお休みです

神社の屋内でお食事を
「1day cafe」

　猫の 顔 絵 馬

初穂料　700円

狛猫さんにちなんで
思いのこもった
オリジナルの顔を描いて
幸せになる願いを書いて
奉納して下さい。

　     企画　ねこプロジェクト
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平
成
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
名
の
通
り
平
和
を
成
し
遂
げ
手
に

入
れ
る
こ
と
の
で
き
た
時
代
で
し
た
。

　

し
か
し
、
戦
争
の
な
い
時
代
に
経
済

発
展
を
極
め
た
先
に
は
長
い
不
況
が
訪

れ
、
そ
の
影
響
か
社
会
の
成
長
や
発
展

が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
と
い
う
原
因
を
た
ど
れ

な
い
病
は
日
本
中
を
襲
い
、
日
本
中
の

地
方
が
疲
弊
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
峰
山
で
町
の
こ
し

に
寄
与
し
、
丹
後
を
元
気
に
し
よ
う
と

平
成
二
十
八
年
九
月
に
は
じ
ま
り
、
本

年
三
回
目
を
迎
え
た
の
が
「
こ
ま
ね
こ

ま
つ
り
」
で
す
。

　

年
に
一
度
の
こ
ま
ね
こ
ま
つ
り
だ
け

を
盛
り
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
次
の
新

た
な
時
代
へ
活
気
あ
る
町
を
の
こ
す
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
な
か
に　

こ
ま
ね
こ
の

　

ま
ち
な
か
に　

こ
ま
ね
こ
の

　

 

シ
ャ
ッ
タ
ー
ア
ー
ト　

登
場

シ
ャ
ッ
タ
ー
ア
ー
ト　

登
場

　

こ
ま
ね
こ
ま
つ
り
関
連
企
画
と
し
て
、

狛
猫
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
シ
ャ
ッ
タ
ー

ア
ー
ト
が
登
場
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

京
都
産
業
大
学
の
学
生
に
よ
る 

「
京

丹
後
市
地
域
づ
く
り
応
援
隊
」
が
、

「
峰
山
町
中
心
街
を
元
気
に
し
よ
う
」

と
企
画
し
た
も
の
で
、
美
術
塗
装
の
分

野
で
活
躍
す
る
「
現
代
の
名
工
」
荒
木

俊
成
（
京
都
市
）
さ
ん
デ
ザ
イ
ン
の
原

案
を
基
に
、
峰
山
南

地
区
が
協
力
し
て
白

銀
の
店
舗
跡
倉
庫
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
が
提
供

さ
れ
、
八
月
十
七
日

か
ら
二
週
間
に
わ
た
っ
て
制
作
、
京
産

大
生
と
峰
山
高
校
美
術
部
の
生
徒
が
共

同
で
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

九
月
九
日
こ
ま
ね
こ
ま
つ
り
当
日
は

荒
天
の
た
め
、
十
月
六
日
の
秋
祭
り
当

日
に
除
幕
式
が
行
わ
れ
お
披
露
目
さ
れ

ま
し
た
。

 

「
京
丹
後
市
地
域
づ
く
り
応
援
隊
」

「
京
丹
後
市
地
域
づ
く
り
応
援
隊
」   

   

　

 

峰
山
の
ま
ち
づ
く
り
に
提
言

峰
山
の
ま
ち
づ
く
り
に
提
言

　

京
丹
後
市
役
所
峰
山
市
民
局
ロ
ビ
ー

に
て
、
京
都
産
業
大
学
法
学
部
有
志
が

結
成
し
た
「
京
丹
後
市
地
域
づ
く
り
応

援
隊
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
政
策
提
言

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
公
開
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

京
産
大
生
の
皆
さ
ん
が
、
当
地
に
足

を
運
び
、
峰
山
ま
ち
歩
き
や
金
刀
比
羅

神
社
散
策
な
ど
を
通
じ
て
歴
史
や
風
土

に
触
れ
、
現
状
を
知
り
、
こ
ま
ね
こ
ま

つ
り
実
行
委
員
ら
と
の
交
流
か
ら
生
み

出
さ
れ
た
政
策
提
言
で
す
。
大
変
参
考

に
な
る
内
容
に
、
実
行
委
員
会
で
も
是

非
実
現
し
た
い
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

  

こ
ま
ね
こ
ま
つ
り

こ
ま
ね
こ
ま
つ
り 

荒
天
荒
天
も

     
     

盛
り
上
が
る
町
な
か

盛
り
上
が
る
町
な
か

　

 

こ
ま
ね
こ
ま
つ
り

こ
ま
ね
こ
ま
つ
り 

　

第
三
回
こ
ま
ね
こ
ま
つ
り
は
九
月
九

日
、
神
社
と
ま
ち
な
か
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。「
ね
こ
」
と
「
丹
後
ち
り
め
ん
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
町
お
こ
し
を
目
的

と
し
た
ま
ち
あ
る
き
イ
ベ
ン
ト
で
、
当

日
は
大
雨
警
報
が
発
表
さ
れ
た
た
め
、

屋
外
で
の
催
し
は
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
保
護
ネ
コ
セ
ミ
ナ
ー
、
空
き
店
舗
を

活
用
し
た
ア
ー
ト
展
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
丹
後
ち
り
め
ん
を
使
っ
た
つ
る
し

飾
り
展
示
な
ど
、
屋
内
企
画
は
開
催
さ

れ
、
雨
に
も
関
わ
ら
ず
、
市
外
や
府
外

か
ら
も
多
く
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

京
都
丹
後
鉄
道
で
は
今
年
も
企
画
乗

車
券
「
こ
ま
ね
こ
き
っ
ぷ
」
が
販
売
さ

れ
、
峰
山
駅
で
開
催
さ
れ
た
鉄
道
フ
ェ

ス
タ
と
と
も
に
大
好
評
を
博
し
た
他
、

御
旅
市
場
で
は
第
二
回
京
丹
後
５
４
マ

ル
シ
ェ
が
同
時
開
催
さ
れ
、
大
賑
わ
い

と
な
り
ま
し
た
。

　

 

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

一
ケ
月
前
か
ら
、
町
内
四
一
軒
の
参

加
協
力
店
舗
で
買
い
物
な
ど
を
す
る
と

ス
タ
ン
プ
が
た
ま
り
、
そ
の
数
に
応
じ

て
「
こ
ま
ね
こ
ま
つ
り
」
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
景
品
が
も
ら
え
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

が
行
わ
れ
、
約
二
〇
〇
人
が
景
品
交
換

に
訪
れ
ま
し
た
。　

　

 

保
護
猫
セ
ミ
ナ
ー
・
猫
バ
ス
来
訪

保
護
猫
セ
ミ
ナ
ー
・
猫
バ
ス
来
訪

　

神
社
会
館
で
は
、
ね
こ
会
議
が
主
催

し
、
殺
処
分
さ
れ
る
猫
を
減
ら
す
活
動

を
し
て
い
る
ネ
コ
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
代
表

河
瀬
麻
花
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
保
護

猫
活
動
内
な
ど
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
『
バ
ー
チ
ャ
ル
リ

ア
リ
テ
ィ
猫
カ
フ
ェ
体
験
』
が
で
き
る

ネ
コ
バ
ス
も
訪
れ
、
ね
こ
助
け
カ
ル
タ

大
会
も
大
盛
況
で
し
た
。

　

第
三
回

第
三
回 

こ
ま
ね
こ
ま
つ
り
開
催
内
容

こ
ま
ね
こ
ま
つ
り
開
催
内
容

第
九
〇
回 
こ
ん
ぴ
ら
手
づ
く
り
市

　

翌
週
の
九
月
一
六
日
（
日
）
延
期
開
催

ね
こ
ま
ん
ま
ラ
ン
チ

・
き
く
の
や
・
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
吉
翠
苑
／
狛
猫

　

ば
ら
ず
し
・
あ
み
★
け
ん
・
か
さ
い
食
堂
・

　

ラ
ー
メ
ン
な
花
な
華
・
あ
さ
の
食
堂

ね
こ
ね
こ
ス
イ
ー
ツ

・
御
菓
子
司 

大
道
／
狛
猫
も
な
か
・
戸
田
風　

　

月
堂
／
猫
ま
ん
「N

E
K

O
-
N

O
-

E
N

」

ア
ー
ト
展
・
ま
ち
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

『
ア
ー
ト
展　

メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
×
ア
ー
ト

　

×
漂
着
』
九
月
二
日
〜
九
月
九
日
／
丹
後　

　

ア
ー
ト
会
議
（
旧
田
中
家
具
店
）

　

山
崎
昭
典
ソ
ロ
ラ
イ
ブ　

九
月
一
日 

丹
後
ち
り
め
ん
つ
る
し
飾
り
展
示
／
吉
村
商
店

ま
ち
な
か
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
体
験
ス
ポ
ッ
ト

・
手
機
（
て
ば
た
）
体
験
／
吉
田
織
物
（
旧
北

　

都
信
金
峰
山
中
央
支
店
）

・
ち
り
め
ん
ふ
ろ
し
き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

／
ち
り
め
ん
ふ
ろ
し
き
研
究
会 

森
田
知
都
子

　

（
旧
マ
ル
マ
ツ
）

・
丹
後
ち
り
め
ん
和
小
物
販
売
／
小
森
明
美

・
ダ
ン
ボ
ー
ル
ア
ー
ト
教
室 

九
月
四
〜
九
日

　

／
千
田
雅
彦
（
き
く
の
や
）

・
丹
後
の
芋
焼
酎
「
い
も
に
ゃ
ん
」
試
飲

・
ね
こ
雑
貨
シ
ョ
ッ
プ
／
丹
後
蔵

鉄
道
フ
ェ
ス
タ

『
N
ゲ
ー
ジ
運
転
体
験
』
『
鉄
道
お
も
ち
ゃ
プ

  

レ
イ
ラ
ン
ド
』
（
峰
山
駅
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

『
お
も
ち
ゃ
列
車
』
峰
山
ー
天
橋
立
間
の
運
行

　

／
北
近
畿
鉄
道
ビ
ジ
ネ
ス
㈱ 

京
都
丹
後
鉄
道

陶
器
ね
こ
・
ね
こ
面
ペ
イ
ン
ト
ワ
ー
ク

　

翌
週
の
九
月
一
六
日
（
日
）
延
期
開
催

こ
ま
ね
こ
ま
つ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
顔
出
し
パ
ネ
ル

（
金
刀
比
羅
神
社
境
内
）

「
京
丹
後
市
地
域
づ
く
り
応
援
隊
」　

「
京
丹
後
市
地
域
づ
く
り
応
援
隊
」　

　

峰
山
ま
ち
づ
く
り
政
策
提
言

　

峰
山
ま
ち
づ
く
り
政
策
提
言
（

要
旨
要
旨
）

「
シ
ャ
ッ
タ
ー
ア
ー
ト
を
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
」

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
小
中
学
校
、
高
校
の

卒
業
作
品
と
し
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
ア
ー
ト
を

い
っ
ぱ
い
描
い
て
増
や
し
、
毎
年
こ
ま
ね
こ

ま
つ
り
で
発
表
す
る
。

「
ま
ち
遊
び
人
生
ゲ
ー
ム
」

商
店
を
人
生
ゲ
ー
ム
の
マ
ス
に
見
立
て
店
を

巡
る
。
偶
然
の
出
会
い
（
ル
ー
レ
ッ
ト
）
か

ら
店
の
魅
力
を
発
見
で
き
る
。
地
元
学
生
が

空
き
店
舗
を
活
用
し
て
出
店
す
る
。

「
イ
ナ
カ
レ
ッ
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

・
学
生
が
ま
ち
で
地
域
の
人
と
一
緒
に
学
ぶ
。

・
こ
ま
ね
こ
ま
つ
り
に
参
加
し
交
流
を
図
る
。

・
地
域
の
酒
屋
さ
ん
と
新
し
い
地
酒
を
造
る
。

・
農
業
体
験
で
食
や
農
へ
の
関
心
を
高
め
る
。

「
Ｍ
s
カ
ー
ド
の
有
効
活
用
」

・
市
主
催
の
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
に
も
ポ
イ

　

ン
ト
を
付
与
す
る
。

・
ポ
イ
ン
ト
有
効
期
限
を
3
年
に
延
長
す
る
。

「
宝
探
し
イ
ベ
ン
ト
開
催
」

　

シ
ャ
ッ
タ
ー
ア
ー
ト
の
場
所
が
分
か
り
難
い

　

の
で
、
ク
エ
ス
ト
を
解
き
進
ん
で
ま
ち
歩
き

　

を
楽
し
み
な
が
ら
辿
り
着
く
。

「
自
転
車
活
用
推
進
」

自
転
車
で
巡
る
ま
ち
づ
く
り
。
地
域
の
魅
力

を
際
立
た
せ
た
体
験
・
交
流
型
の
観
光
を
提

案
。
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
。

「
街
の
魅
力
向
上
」

・
隠
れ
こ
ま
ね
こ
探
し
（
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
隠
れ  

   

ミ
ッ
キ
ー
を
ヒ
ン
ト
）

・
こ
ま
ね
こ
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
作
成
（
ひ
ら
パ
ー 

　

の
ひ
ら
パ
ー
兄
さ
ん
を
探
せ
を
ヒ
ン
ト
）

　

 

峰
山
こ
ま
ね
こ
ウ
ォ
ー
ク

峰
山
こ
ま
ね
こ
ウ
ォ
ー
ク

　

ま
つ
り
当
日
以
外
に
も
街
の
こ
し
に

つ
な
が
る
企
画
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
は
街
歩
き
企
画
が
二
回
開
催
さ
れ
、 

第
一
弾
は
「
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
の
ル
ー
ツ

を
探
る
」
と
題
し
て
五
月
二
十
六
日

（
土
）
に
増
長
院
跡
と
常
立
寺
を
め
ぐ

り
、
第
二
弾
は
「
丹
後
ち
り
め
ん
の

ル
ー
ツ
を
探
る
」
と
し
て
、
八
月
十
九

日
（
日
）
に
小
西
の
禅
定
寺
か
ら
安
の

稲
代
吉
原
神
社
を
め
ぐ
り
ま
し
た
。

 

『
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア

『
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア 

に
ゃ
ウ
ン

に
ゃ
ウ
ン

    

（
タ
ウ
ン
）

（
タ
ウ
ン
）
イ
ン
イ
ン 

丹
後
峰
山
』

丹
後
峰
山
』

　

九
月
八
日
（
土
）
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
百
科
事
典
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に

地
域
の
記
事
を
作
成
・
投
稿
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
型
イ
ベ
ン
ト
を
京
都
北
部

で
初
開
催
、
「
金
刀
比
羅
神
社
」
「
こ

ま
ね
こ
ま
つ
り
」
「
禅
定
寺
」
な
ど
が

新
た
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

 

　

こ
の
ね
こ
さ
が
せ　

こ
の
ま
ち
の
こ
せ　

こ
の
ね
こ
さ
が
せ　

こ
の
ま
ち
の
こ
せ　

完成披露されたシャッターアート

炎天下で制作活動

作業開始

峰山市民局ロビーの展示

鉄道フェスタ おもちゃプレイランド

丹後ちりめんつるし飾り展示 吉村商店

保護ネコセミナー ネコリパブリック

京丹後54マルシェ 御旅市場

こまねこきっぷ ネコバス来訪


